
NPO法人才の木トークカフェ

森林環境税

林業の成長産業化を目指して「森林環境税」が導入されます。
わたしたちにとってどういう意味があるのか。
そもそも「森林環境税」って何なのか、
すでに導入している府県では二重課税にならないのか、
森林資源の適切な管理のための費用負担に関するこれまでの
歴史を振り返りつつ、素朴な疑問にお答えします。

 

日時：平成 30年 3月 2 4 日 ( 土 ) 
　　　13：30 ～ 16：30（受付 13:00）
場所：東京大学弥生講堂アネックス　セイホクギャラリー
　　　（東京メトロ南北線 東大前駅 下車 徒歩 1分）
主催：NPO法人才の木
後援：一般社団法人日本木材学会

内容
開会挨拶　NPO 法人才の木理事長　竹村彰夫
13:35～　森林環境税とはなにか
  　東京大学教授・NPO法人才の木理事　蔵治光一郎
14:15～　総務省検討会での議論から考える
  　東京農工大学教授・同検討会委員　土屋俊幸
14:45～　コーヒーブレーク
15:00～　トークセッション
 　司会・進行　蔵治光一郎・市田　憲
 　パネリスト　土屋俊幸（東京農工大学教授・
  　　　    総務省森林吸収源対策税制に関する検討会委員）
   　　　青木亮輔（株式会社東京チェンソーズ代表取締役・
     内閣府規制改革推進会議農林WG専門委員）　

ーそもそも「森林環境税」ってなに？ー

会費：無料　＊どなたでも参加できます。

参加方法：事前の申込は不要です。直接会場にお越し下さい。
　　　　　但し、人数把握のため、氏名、連絡先（勤務先）を明記し、
　　　　　電子メール(info@sainoki.org)を頂けますと幸いです。

才の木はトークカフェのような時代を先取する事業をこれからも提案し続けるつもりです｡
この機会に､一昨年から発刊しておりますメルマガ(無料)を
http://www.sainoki.org/から購読しませんか｡


